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現状の外的事象を対象とした確率論的リスク評価における技術課題，即ち，様々な従属性及び相関性の適

切な考慮，SSC・人間系・インフラ・周辺環境間の相互作用，マルチハザードの考慮，マルチユニットへの適
用等について，個々を解決しつつ統合的なリスク評価手法としての体系化を図る．本稿はその１として DQFM
法を用いて，様々な機器損傷の相関性を考慮したMUPRA手法の開発の基本的考え方について報告する． 
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1. はじめに 
福島第一原子力発電所の事故が契機となり，原子力安全規制が強化され，重大事故への対応も確率論的リ

スク評価(PRA)の知見に基づき継続的な安全性の向上が要求されている．我が国の PRAの技術は 1980年代後
半から研究が行われているが，規制に合理的に適用していくためには，不確かさや未知領域或いは既知では

あるが未モデル化領域の扱いなど，検討すべき課題も多い． 
本研究では，様々な従属性及び相関性の適切な考慮，SSC・人間系・インフラ・周辺環境間の相互作用，マ
ルチハザードの考慮，マルチユニットへの適用等といった現状の PRAが抱える技術課題（表 1参照）を包絡
的に検討し，統合的な確率論的リスク評価手法として体系化を試み，規制等で参照とする場合等に合理的な

モデル化範囲を設定するための知見を提供することを

目的とする． 
 
2. DQFM法による周期相関を考慮したMUPRA手法の
開発（基本的考え方） 
従来の PRA 手法は，個々の機器の故障や人の過誤に
着目したリスク評価手法であり，構築物，システム，機

器に加え，環境やインフラ，さらには組織（人）が相互

に作用する複雑なシステムの分析には必ずしも適して

いない．一方で，現状の技術の延長線上にあると考えら

れるマルチハザード[1]，マルチユニット[2]の評価手法
についても検討途上である．これらの課題間の関係性

は把握されておらず，統合的なモデル化を行うことで

明確化しておく必要があると考えられる． 
本稿はこの技術課題に対する検討の一環として，

DQFM 法を用いたマルチハザードの PRA 手法をベー
スに，機器間の部分相関と周期相関[3]を考慮し，さら
にこれをマルチユニットへ適用したPRA手法を提案す
る．提案手法に関連して，図 1 に部分相関を考慮する
モデルの例を示す．手法の適用性についても報告する． 
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